
 

 

 

 

 

 

 去る６月 １日、シーニックバイウェイ紀南（仮称）の活動の中で

最も重要であり、地域の活動団体の方々が連携や情報の共有を図る、

『串本町地域運営会議』が、串本町役場委員会室において開催されま

した。 

 

 

 地域運営会議は、シーニックバイウェイ紀南（仮称）の活動に参加される各団体が地域ごとに

集まり、連携や情報の共有を図る場です。 

 また、「従来の活動の発展」や、「共通の内容で取り組む新しい活動」など自由に発言できる場

でもあります。 

『楽しく元気な』、そして『後世につながる』活動を目指しています。 

 

 

 第 1 回 串本町地域運営会議では、平成１８年３月２０日に実施された「シーニックバイウ

ェイ（仮称）推進協議会」の内容の説明や、串本町における参加団体の活動紹介・ＰＲなどが話

題になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「地域運営会議」が目指すもの 

■■「「地地域域運運営営会会議議」」ででのの話話題題はは。。。。。。  

■■地地域域のの代代表表者者がが決決ままりりままししたた！！！！  

～ 議 事 次 第 ～ 
１．挨拶 
２．これまでの経緯とシーニックバイウェイ紀南（仮称）  

概要説明 
  ・「推進協議会」事務局体制について 

・「日本風景街道」の最新動向 
・地域運営会議の位置づけと実施イメージ 

３．活動団体の活動紹介及びＰＲ 
４．年間スケジュールについて 
５．地域代表者の選出 

（委員長、副委員長、ホームページ担当者） 
６．シーニックバイウェイ紀南（仮称）名称について 
７．ホームページ作成委員会の報告 
８．地域ごとの活動における目標像設定 

（新たな事業の提案） 
９．その他 

シーニックバイウェイ紀南（仮称）～新熊野みち～ 
地域運営会議通信   第９号 

第第 11 回回  『『串串本本町町地地域域運運営営会会議議』』がが開開催催さされれままししたた。。  

地域運営会議の様子 

挨拶・自己紹介 

活発な意見交換 

●串本町地域運営会議の参加団体の代表者とし

て、「委員長」「副委員長」「ホームページ担当者」

が決まりました。 

●これからは、地域の代表として、推進会議への

参加、地域での連携などにご活躍頂きます。 

 

[委員長]  

ＮＰＯ法人ガイアライン 堀口さん 

[副委員長]  

ＮＰＯ法人ガイアライン 舛岡さん 

[ホームページ担当者] 

串本町観光協会 坂成さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■おお忙忙ししいい中中  会会議議にに参参加加ししてて頂頂ききままししたた。。  
【出席団体名】 
○ 二色睦美クラブ 
○ 特定非営利活動法人ガイアライン 
○ 串本町観光協会 
 

【事務局】 
○ 串本町 建設課 
○ 和歌山県 道路政策課 
○ 和歌山県東牟婁振興局 串本建設部 
○ 国土交通省紀南河川国道事務所 工務課 
○ 国土交通省紀南河川国道事務所 串本国道維持出張所 

■■今今後後のの地地域域運運営営会会議議のの予予定定  

シーニックバイウェイ紀南（仮称）推進協議会の活動に関するご意見・お問い合わせは 

シーニックバイウェイ紀南（仮称）推進協議会事務局 

   和歌山県 県土整備部 道路局 道路政策課  TEL：073-441-3116  FAX：073-441-3116 

国土交通省 紀南河川国道事務所  工務課  TEL：0739-22-4564  FAX：0739-26-1641

 続々開催決定！！ 

■■ここれれかかららのの活活動動にに向向けけてて  

●年間スケジュールについて 
・今後の串本町における各団体の活動を、町全体で、また紀南地域全体で連携を図ってい

くために、各団体に年間スケジュールを作成して頂くことになりました。 
●シーニックバイウェイ紀南（仮称）の名称について 
名称については、下記のようなご意見をいただきました。 
・紀南・南紀はインパクトがない。 
・熊野が全国的にインパクトがある。 
・紀伊半島の豊かな大自然をイメージさせるものがよい。 

これ以外にも良い案があれば、後日、事務局へ提出していただくことになりました。 
●シーニックバイウェイ（仮称）の今後の活動など 
（二色睦美クラブ） 
・老人会が母体であるため、ＳＢＷ活動のために新たな活動を行うことは難しい。 
・浜にうち上がる漂着物の処理を住民がもっと気軽に行えるように、消防署や保健所とも

連携した検討をして欲しい。 
（ＮＰＯ法人ガイアライン） 
・我々の活動趣旨とＳＢＷの趣旨は一致しており、是非、ＳＢＷを活用して串本をもっと魅

力のある地域としていきたい。 
・ＳＢＷ活動をきっかけに、今まで埋もれていた串本のすばらしい風景・自然を取り戻せる

と考えている。 

【太地町地域運営会議】 
○６月 ９日（木）19:00～ 


